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2024年３月期 第２四半期累計期間及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
 

当社は、2023年５月９日に「2023年３月期 決算短信〔日本基準〕(連結)」にて公表いたしました 2024

年３月期第２四半期累計期間及び通期の連結・個別の業績予想について、下記のとおり修正いたしましたの

でお知らせいたします。 

記 

１．業績予想の修正 

（１）2024年３月期第２四半期（累計）連結業績予想数値の修正（2023年４月１日～2023年９月 30日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 
帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
  百万円 

15,200 
百万円 

310 
百万円 

345 
百万円 

239 
円 銭 
41.24 

今回予想（Ｂ） 14,604 100 218 178 30.84 

増減額（Ｂ－Ａ） △596 △210 △127 △61 － 

増減率（％） △3.9 △67.7 △36.8 △25.5 － 

(ご参考) 
前期第２四半期実績 
(2023年３月期第２四半期) 

15,130 278 340 217 37.46 

 
（２）2024年３月期通期連結業績予想数値の修正（2023年４月１日～2024年３月 31日） 

 
売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 
帰属する 

当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
  百万円 

31,000 
百万円 

780 
百万円 

830 
百万円 

576 
円 銭 
99.39 

今回予想（Ｂ） 30,000 500 600 470 81.10 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,000 △280 △230 △106 － 

増減率（％） △3.2 △35.9 △27.7 △18.4 － 

(ご参考)前期実績 
(2023 年３月期) 

30,403 692 824 747 128.96 



（３）2024年３月期第２四半期（累計）個別業績予想数値の修正（2023年４月１日～2023年９月 30日） 

 
売上高 経常利益 四半期純利益 

１株当たり 
四半期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
  百万円 

14,200 
百万円 

310 
百万円 

215 
円 銭 
37.10 

今回予想（Ｂ） 13,710 219 161 27.78 

増減額（Ｂ－Ａ） △490 △91 △54 － 

増減率（％） △3.5 △29.4 △25.1 － 

(ご参考) 
前期第２四半期実績 
(2023年３月期第２四半期) 

14,611 311 214 37.01 

 

（４）2024年３月期通期個別業績予想数値の修正（2023年４月１日～2024年３月 31日） 

 
売上高 経常利益 当期純利益 

１株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
  百万円 

29,000 
百万円 

740 
百万円 

514 
円 銭 
88.69 

今回予想（Ｂ） 28,000 500 350 60.39 

増減額（Ｂ－Ａ） △1,000 △240 △164 － 

増減率（％） △3.4 △32.4 △31.9 － 

(ご参考)前期実績 
(2023 年３月期) 

28,657 725 502 86.63 

 
２．業績予想の修正理由 

連結・個別ともに当第２四半期累計期間において、新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行により

感染対策が緩和され、メディカル事業、コンシューマ事業それぞれにおいて、当初想定していた以上に感

染管理製品の需要が減少いたしました。利益面では、売上高の減少に加え、原材料価格や光熱費等の上昇、

円安によって輸入品価格が高騰するなど売上原価が増加し、各段階利益が減少いたしました。また、使用

期限のある感染管理製品の一部を評価減したことも利益の減少要因となりました。プラス面では、コンシ

ューマ事業における新製品のヒットや、口腔ケア製品及び手術関連製品の積極的な販売活動によって前年

同四半期比で売上が増加している製品カテゴリもありますが、感染管理製品の減少をカバーするに至らず、

前回予想を下回る見込みとなりました。 

通期の業績予想につきまして、連結・個別ともに下期において感染管理製品の需要が大きく回復するこ

とは見込んでおらず、加えて、原材料価格の上昇や円安相場などの厳しい事業環境が継続すると見込んで

おり、前回予想を見直しております。今後も事業環境を注視し、業績予想に修正が必要と判断した際には、

速やかにお知らせいたします。 

なお、通期の業績予想を修正いたしましたが、安定的な配当の観点から、期末配当予想額につきまして

は、前回予想の１株当たり 18 円から変更いたしません。 

以 上 

 


